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福岡県土地改良事業団体連合会

水土里ネット福岡
新しい農業・農村の環境づくりを支援し、都市と農村の共生を目指します。

事 　 務 　 局

農村整備2課
（北部事務所）

農村整備3課
（南部事務所）

〒812-0044 福岡市博多区千代４丁目４番28号
TEL 092-642-1881　FAX 092-642-1886
http://www.mnf21.com

〒824-0005 行橋市中央１丁目８番７号
TEL 0930-22-3655　FAX 0930-22-3282
E-mail://hokubu@mnf21.com

〒833-0041 筑後市大字和泉640番1
TEL 0942-53-2294　FAX 0942-53-2742
E-mail://nambu@mnf21.com

私たちは個人情報を大切に取り扱っています。

私たちはプライバシーマーク認定事業者です。

《認定番号：18940003（01）》
QM-8153

豊かな自然、ゆとり、やすらぎ、うるおいなど福岡の農業と農村の魅力を表現した作品を募集します。募集内容
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最優秀賞1点  副賞3万円／優秀賞2点  副賞各2万円
入選5点  副賞各1万円／佳作10点  副賞商品券各3千円

一切問いません。募集資格 平成27年12月18日締め切り

・県内で撮影（平成27年以降）された未発表で版権のないもの。
・作品の規格は四つ切り（ワイド四つ切りも可）、A4の写真とし、加工は不可。
・作品の裏面に自作の応募票（タイトル・住所・氏名・電話番号・撮影場所・撮影日）を添付し応募してください。
・応募票の様式は水土里ネット福岡のホームページ（http://www.mnf21.com）からもダウンロードできます。
・お一人様5点まで可。

募集方法

表彰及び審査発表
・主催者にて選考し、平成28年
　1月下旬に通知します。
・入選以上は当会の通常総会（平
成28年2月下旬頃）で表彰し、
佳作については表彰状と副賞
を郵送します。

募集作品の取り扱い
・応募作品は返却しません。
・入賞作品は本県の広報写真等に活用させて頂きますので、データの提出をお願いすることがあります。
・応募作品の版権は主催者に帰属します。
・人物が被写体の場合は、本人の承諾を得て応募してください。
・個人情報の取り扱いについては、当会の個人情報に関する規定に基づき、下記の通り保護措置を
　講じた上で取得、利用します。
・応募者から取得した個人情報は、写真コンテストに於ける応募者の把握、及び入賞時の表彰連絡
　のみに使用し、この目的以外に利用することはありません。
・法令等の要請による場合を除き、取得した応募者の個人情報を第三者に提供または、委託するこ
　とはありません。

主催：福岡県土地改良事業団体連合会（愛称・水土里ネット福岡）
協賛：福岡県　後援：福岡県市長会・福岡県町村会・西日本新聞社・西日本写真協会

応　　募
問合せ先

福岡県土地改良事業団体連合会　総務課
〒812-0044 福岡市博多区千代4丁目4-28
TEL 092-642-1881　FAX 092-642-1886

第11回 のふるさとのふるさとのふるさと
写真コンテスト写真コンテスト写真コンテスト
最
優
秀
賞

第10回 水土里のふるさと写真コンテスト
最優秀賞（福岡県知事賞）

「里山の詩」
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要請活動

［発行所］　福岡県土地改良事業団体連合会
　　　　　福岡市博多区千代4-4-28
　　　　　TEL 092-642-1881

［編　集］　総務課

農業農村整備の集い

平成28年度 農業農村整備事業の予算に関する要望
　福岡県
　 福岡県土地改良事業団体連合会
　 福岡県農業農村整備事業推進対策委員会

平成28年度 農業農村整備事業の予算に関する要望
　農林水産省・関係国会議員
　 福岡県土地改良事業団体連合会
　 福岡県農業農村整備事業推進対策委員会

平成28年度 農業農村整備事業の予算に関する提案
　九州農政局・農林水産省・関係国会議員
　 九州農業農村整備事業推進協議会
　 土地改良事業団体連合会九州協議会

平成27年度 第1回監事会及び定期監査

平成27年度 第2回理事会

平成27年度 福岡県農業農村整備事業推進対策委員会

第57回通常総会
（九州協議会）
　
事務責任者会議（臨時）、合同会議、農業農村整備研修会
(九州協議会)
　
平成27年度 第1回換地・確測担当者会議
(九州協議会)
　
平成27年度 福岡県管理円滑化事業推進委員会
　
平成27年度 福岡県換地等強化事業推進委員会

平成27年度 九州沖縄ブロック換地事務新規担当者研修会

金章受章祝賀会（瀬高町土地改良区）

非補助農業基盤整備資金のご案内

土地改良事業に関する助言及び指導

土地改良農業用施設賠償責任保険並びに傷害保険のご案内

No.177
平成27年9月25日

【表紙】
第10回水土里のふるさと写真コンテスト

佳作作品 「収穫」

撮影場所：うきは市 つづら棚田

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　平成27年6月29日東京都千代田区平河町の「シェーンバッハ・サボー」において全国水土里ネットの主
催による「農業農村整備の集い」が開催されました。
　全国から土地改良関係者約800名参加のもと国会議員を多数招き、行われました。
　集いは、全国水土里ネット二階会長の挨拶で始まり、林芳正農林水産大臣の祝辞に続き各県水土里
ネットによる事例発表が行われ、奈良県土地改良事業団体連合会の藤永常務理事朗読による要請書が満
場一致で採択され、山梨県土地改良事業団体連合会の白倉会長のガンバロウ三唱で参加者全員一致団
結して閉幕しました。

二階会長の挨拶 大家敏志財務大臣政務官への要望

要　　請　　書

　我が国は、超高齢社会、本格的な人口減少社会の到来により、今後、とりわけ地方の衰退が加速すること
が懸念されている。
　全国の農業・農村においては、過疎化、高齢化、担い手不足、米価の下落など課題が山積している。

　このような中、政府は、3月末に、新たな「食料・農業・農村基本計画」を閣議決定し、新たな計画の下、
食料・農業・農村施策の改革を進め、次代を担う若者達が希望の持てる「強い農業」と「美しく活力ある農
村」の創出を目指して、政府一丸となり各種施策を計画的に推進することを表明したところである。

　農業農村整備は地方創生、国土強靭化、農業の競争力強化といった現下の政策課題への対応において
重要な役割を果たしており、上記計画の実現に当たって欠くことのできない施策である。

　しかしながら、平成22年度に農業農村整備事業関係予算は大幅に削減され、回復基調にあるものの、今
年度においても、まだまだ地域の熱い期待に十分応える水準にはなっていない。事業の安定的・計画的な
実施のためには、当初予算の回復が必要不可欠であり、平成28年度当初予算においては、地域の要望を十
分に満たす規模を確保する必要がある。
　加えて、農業・農村施策の改革を加速化するためにも、平成27年度追加予算の確保も必要である。

　全国の水土里ネットは、これまで培ってきた経験と技術を活用し、国が目指す施策の展開方向を踏まえ、
積極的な貢献を果たしていく覚悟の下、ここに集う我々の総意として、次の事項の実現を国に強く要請する。

記

１　農業農村整備事業関係予算について、安定的・計画的な事業実施のために、平成28
年度当初予算において、地域の要望に十分応えられる規模を確保すること。

２　平成27年度において追加的な予算措置を講ずること。
平成27年6月29日　

農業農村整備の集い農業農村整備の集い



01

02

03

04

05

05

05

06

06

06

07

07

07

08

08

08

09

01

要請活動

［発行所］　福岡県土地改良事業団体連合会
　　　　　福岡市博多区千代4-4-28
　　　　　TEL 092-642-1881

［編　集］　総務課

農業農村整備の集い

平成28年度 農業農村整備事業の予算に関する要望
　福岡県
　 福岡県土地改良事業団体連合会
　 福岡県農業農村整備事業推進対策委員会

平成28年度 農業農村整備事業の予算に関する要望
　農林水産省・関係国会議員
　 福岡県土地改良事業団体連合会
　 福岡県農業農村整備事業推進対策委員会

平成28年度 農業農村整備事業の予算に関する提案
　九州農政局・農林水産省・関係国会議員
　 九州農業農村整備事業推進協議会
　 土地改良事業団体連合会九州協議会

平成27年度 第1回監事会及び定期監査

平成27年度 第2回理事会

平成27年度 福岡県農業農村整備事業推進対策委員会

第57回通常総会
（九州協議会）
　
事務責任者会議（臨時）、合同会議、農業農村整備研修会
(九州協議会)
　
平成27年度 第1回換地・確測担当者会議
(九州協議会)
　
平成27年度 福岡県管理円滑化事業推進委員会
　
平成27年度 福岡県換地等強化事業推進委員会

平成27年度 九州沖縄ブロック換地事務新規担当者研修会

金章受章祝賀会（瀬高町土地改良区）

非補助農業基盤整備資金のご案内

土地改良事業に関する助言及び指導

土地改良農業用施設賠償責任保険並びに傷害保険のご案内

No.177
平成27年9月25日

【表紙】
第10回水土里のふるさと写真コンテスト

佳作作品 「収穫」

撮影場所：うきは市 つづら棚田

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　平成27年6月29日東京都千代田区平河町の「シェーンバッハ・サボー」において全国水土里ネットの主
催による「農業農村整備の集い」が開催されました。
　全国から土地改良関係者約800名参加のもと国会議員を多数招き、行われました。
　集いは、全国水土里ネット二階会長の挨拶で始まり、林芳正農林水産大臣の祝辞に続き各県水土里
ネットによる事例発表が行われ、奈良県土地改良事業団体連合会の藤永常務理事朗読による要請書が満
場一致で採択され、山梨県土地改良事業団体連合会の白倉会長のガンバロウ三唱で参加者全員一致団
結して閉幕しました。

二階会長の挨拶 大家敏志財務大臣政務官への要望

要　　請　　書

　我が国は、超高齢社会、本格的な人口減少社会の到来により、今後、とりわけ地方の衰退が加速すること
が懸念されている。
　全国の農業・農村においては、過疎化、高齢化、担い手不足、米価の下落など課題が山積している。

　このような中、政府は、3月末に、新たな「食料・農業・農村基本計画」を閣議決定し、新たな計画の下、
食料・農業・農村施策の改革を進め、次代を担う若者達が希望の持てる「強い農業」と「美しく活力ある農
村」の創出を目指して、政府一丸となり各種施策を計画的に推進することを表明したところである。

　農業農村整備は地方創生、国土強靭化、農業の競争力強化といった現下の政策課題への対応において
重要な役割を果たしており、上記計画の実現に当たって欠くことのできない施策である。

　しかしながら、平成22年度に農業農村整備事業関係予算は大幅に削減され、回復基調にあるものの、今
年度においても、まだまだ地域の熱い期待に十分応える水準にはなっていない。事業の安定的・計画的な
実施のためには、当初予算の回復が必要不可欠であり、平成28年度当初予算においては、地域の要望を十
分に満たす規模を確保する必要がある。
　加えて、農業・農村施策の改革を加速化するためにも、平成27年度追加予算の確保も必要である。

　全国の水土里ネットは、これまで培ってきた経験と技術を活用し、国が目指す施策の展開方向を踏まえ、
積極的な貢献を果たしていく覚悟の下、ここに集う我々の総意として、次の事項の実現を国に強く要請する。

記

１　農業農村整備事業関係予算について、安定的・計画的な事業実施のために、平成28
年度当初予算において、地域の要望に十分応えられる規模を確保すること。

２　平成27年度において追加的な予算措置を講ずること。
平成27年6月29日　

農業農村整備の集い農業農村整備の集い
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　平成27年6月29日～30日、7月30日～31日に、農林水産省と関係国会議員に対して、福岡県及び
水土里ネット福岡、福岡県農業農村整備事業推進対策委員会による平成28年度農業農村整備事業予算に
関する要請活動を行いました。

平成28年度　農業農村整備事業の予算に関する要望書

　本県の農業農村整備事業の推進につきましては、平素よ
り格別なるご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
　本県では、過疎化、高齢化、担い手不足に加え地域活力
の低下、農地・農業用施設の経年変化による機能低下、頻
発する自然災害等により、安全な食と健全な農業・農村の
保全への影響が懸念されています。
　特に、ため池やポンプ施設、水路など農業水利施設の老
朽化が進行しており、食料生産の増大、非主食米等への転
換に支障を来すばかりでなく、地域住民の生命と財産にも
多大な損害をもたらすのではないかと大変危惧されるとこ
ろです。
　このため、農業農村整備事業をはじめとした各種の施策
の推進により、国土強靱化のための防災・減災等の対策や
農業競争力強化のための担い手への農地集積を実現して
いく必要があります。
　つきましては、本県の農業・農村の現状をご賢察いただ
き、農業農村整備事業関係施策が計画的、効率的に展開で
きますよう、平成28年度当初予算及び平成27年度追加予
算の確保を賜りたくご要望申し上げます。

記

一、平成28年度農業農村整備事業当初予算の確保
一、平成27年度農業農村整備事業追加予算措置の実施

福岡県土地改良事業団体連合会
　会　　長　金子　健次 
　　　　　　(柳川市長)

　副 会 長　新川　久三 
　　　　　　(築上町長)

　副 会 長　野田　耕助 
　　　　　　(城島町土地改良区  理事長)

小林農村振興局次長への要望

　平成27年7月15日に、福岡県に対して、水土里ネット福岡と福岡県農業農村整備事業推進対策委員会
による平成28年度農業農村整備事業予算に関する要請活動を行いました。

平成28年度　農業農村整備事業の予算に関する要望書

　福岡県におかれましては、地元農家の要望に基づく農業農村整備事業の推進や、水土里ネットが行っておりま
す様々な取り組みに、格別のご配慮を賜り心から感謝申し上げます。
　水土里ネットでは、農業生産の基盤となる農業農村整備事業を通じ、収益性の高いゆとりある農業経営の確立
と農業・農村を持続的に発展させるために魅力ある農村づくりに取り組んでおります。
　現在、県内の農業・農村においては過疎化、高齢化、担い手不足に加え地域活力の低下、頻発する自然災害等
により、安全な食と健全な農業・農村への影響が大変懸念される状況であります。
　これらの課題の解決には、国や県の力強い支援が必要となりますが、平成２７年度の国庫補助事業における国
の当初予算割当て額は、地元要望額を大きく下回っており、計画的な事業の実施ができない状況となっておりま
す。
　つきましては、本年度の国に対する追加予算措置の働きかけはもとより、平成 28 年度の当初予算の編成にあ
たり後述の農業農村整備事業関係施策が計画的、効果的に展開できますよう、必要な予算の確保を賜りたくご要
望申し上げます。

記

一、 担い手への農地集積を可能とする水田の大区画化や暗渠排水などの基盤整備の推進
一、 農地・農業用施設の保全整備や防災・減災対策の推進
一、 老朽化が進む農業水利施設の計画的な整備・更新と適切な保全管理の推進
一、 日本型直接支払制度における｢多面的機能支払」の推進
一、 水土里情報システムの更なる利活用の促進

福岡県土地改良事業団体連合会
　会　　長　金子　健次 
　　　　　　(柳川市長)

　副 会 長　新川　久三 
　　　　　　(築上町長)

　副 会 長　野田　耕助 
　　　　　　(城島町土地改良区理事長)

福岡県農業農村整備事業推進対策委員会
　委 員 長　松岡　吉寛 
　　　　　　(両筑土地改良区理事長)

　副委員長　月形　祐二 
　　　　　　(糸島市長)

　副委員長　後藤　元秀 
　　　　　　(豊前市長)

福岡県農林水産部 吉村次長への要望書の手交

要望内容の説明・意見交換

大家敏志参議院議員への要望

藤丸敏衆議院議員への要望

原田義昭衆議院議員への要望

福岡県農業農村整備事業推進対策委員会
　委 員 長　松岡　吉寛 
　　　　　　(両筑土地改良区  理事長)

　副委員長　月形　祐二 
　　　　　　(糸島市長)

　副委員長　後藤　元秀 
　　　　　　(豊前市長)

平成28年度　農業農村整備事業の予算に関する要望平成28年度　農業農村整備事業の予算に関する要望 平成28年度　農業農村整備事業の予算に関する要望平成28年度　農業農村整備事業の予算に関する要望
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　平成27年6月29日～30日、7月30日～31日に、農林水産省と関係国会議員に対して、福岡県及び
水土里ネット福岡、福岡県農業農村整備事業推進対策委員会による平成28年度農業農村整備事業予算に
関する要請活動を行いました。

平成28年度　農業農村整備事業の予算に関する要望書

　本県の農業農村整備事業の推進につきましては、平素よ
り格別なるご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
　本県では、過疎化、高齢化、担い手不足に加え地域活力
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ろです。
　このため、農業農村整備事業をはじめとした各種の施策
の推進により、国土強靱化のための防災・減災等の対策や
農業競争力強化のための担い手への農地集積を実現して
いく必要があります。
　つきましては、本県の農業・農村の現状をご賢察いただ
き、農業農村整備事業関係施策が計画的、効率的に展開で
きますよう、平成28年度当初予算及び平成27年度追加予
算の確保を賜りたくご要望申し上げます。

記

一、平成28年度農業農村整備事業当初予算の確保
一、平成27年度農業農村整備事業追加予算措置の実施

福岡県土地改良事業団体連合会
　会　　長　金子　健次 
　　　　　　(柳川市長)

　副 会 長　新川　久三 
　　　　　　(築上町長)

　副 会 長　野田　耕助 
　　　　　　(城島町土地改良区  理事長)

小林農村振興局次長への要望

　平成27年7月15日に、福岡県に対して、水土里ネット福岡と福岡県農業農村整備事業推進対策委員会
による平成28年度農業農村整備事業予算に関する要請活動を行いました。
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　水土里ネットでは、農業生産の基盤となる農業農村整備事業を通じ、収益性の高いゆとりある農業経営の確立
と農業・農村を持続的に発展させるために魅力ある農村づくりに取り組んでおります。
　現在、県内の農業・農村においては過疎化、高齢化、担い手不足に加え地域活力の低下、頻発する自然災害等
により、安全な食と健全な農業・農村への影響が大変懸念される状況であります。
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　つきましては、本年度の国に対する追加予算措置の働きかけはもとより、平成 28 年度の当初予算の編成にあ
たり後述の農業農村整備事業関係施策が計画的、効果的に展開できますよう、必要な予算の確保を賜りたくご要
望申し上げます。

記

一、 担い手への農地集積を可能とする水田の大区画化や暗渠排水などの基盤整備の推進
一、 農地・農業用施設の保全整備や防災・減災対策の推進
一、 老朽化が進む農業水利施設の計画的な整備・更新と適切な保全管理の推進
一、 日本型直接支払制度における｢多面的機能支払」の推進
一、 水土里情報システムの更なる利活用の促進

福岡県土地改良事業団体連合会
　会　　長　金子　健次 
　　　　　　(柳川市長)

　副 会 長　新川　久三 
　　　　　　(築上町長)

　副 会 長　野田　耕助 
　　　　　　(城島町土地改良区理事長)

福岡県農業農村整備事業推進対策委員会
　委 員 長　松岡　吉寛 
　　　　　　(両筑土地改良区理事長)

　副委員長　月形　祐二 
　　　　　　(糸島市長)

　副委員長　後藤　元秀 
　　　　　　(豊前市長)

福岡県農林水産部 吉村次長への要望書の手交

要望内容の説明・意見交換

大家敏志参議院議員への要望

藤丸敏衆議院議員への要望

原田義昭衆議院議員への要望

福岡県農業農村整備事業推進対策委員会
　委 員 長　松岡　吉寛 
　　　　　　(両筑土地改良区  理事長)

　副委員長　月形　祐二 
　　　　　　(糸島市長)

　副委員長　後藤　元秀 
　　　　　　(豊前市長)

平成28年度　農業農村整備事業の予算に関する要望平成28年度　農業農村整備事業の予算に関する要望 平成28年度　農業農村整備事業の予算に関する要望平成28年度　農業農村整備事業の予算に関する要望
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林農林水産大臣への要望

　平成27年7月16日に九州農政局に対して、7月30日に農林水産省と関係国会議員に対して、九州農
業農村整備事業推進協議会と土地改良事業団体連合会九州協議会による合同政策提案を行いました。

平成28年度　農業農村整備事業に関する提案書
九州・沖縄地域における農業農村整備事業の強力な推進に向けて

　九州・沖縄地域の農業農村整備事業の推進につきましては、日頃から格別のご高配を賜
り、厚くお礼申し上げます。
　九州・沖縄地域の農業・農村は、温暖な気象条件等の地域特性を生かした多彩な農産物
を生産し、国民に安全・安心な食料を安定的に供給するなど、我が国の食料供給基地として
重要な役割を担っております。
　しかしながら、今日の九州・沖縄地域の農業・農村は、過疎化、高齢化、担い手不足などに
加え耕作放棄地の増大や鳥獣被害など多くの課題が山積しており、先人達が築き守ってきた
美しい農村環境に甚大な影響を及ぼすことが懸念されます。
　また、このような状況が続けば、営農意欲の減退による農地の荒廃、農業水利施設の老朽
化等に拍車がかかり、食料生産の減少による食料自給率の低下、さらには国土保全機能の低
下が危惧されます。
　このような状況下、国におかれましては平成 26 年度から新たな政策として農業農村の所
得倍増と地域の持続的発展に向け『強い農林水産業』、『美しく活力ある農山漁村』、『国土強
靭化』に資する政策が、さらには、地方が主役の地方創生が精力的に進められております。
　このことにより、農業農村整備事業が加速化することは、活力ある農業・農村の将来に大
きく寄与するものであり、更には農業・農村が持つ課題解決や地方創生にも繋がるものと期
待しています。
　日本の豊かな国土や自然環境は、健全な農業・農村があって初めて維持されるものであ
りますので、今後も持続的発展のために、更なる農業農村整備事業を強力に推進する必要が
あります。
　つきましては、このような九州・沖縄地域の農業・農村の現状を御賢察いただき、農業農
村整備事業予算に関しまして特段の御配慮を賜りますよう、強く下記事項を提案いたします。

記
 　　１　農業農村整備事業予算の確保
 　　２　農業農村整備事業における地元負担金の軽減
 　　３　水土里情報システムの更新に係る助成
 　　４　多面的機能支払交付金制度の推進
 　　５　土地改良区の健全な運営のための支援

九州農業農村整備事業推進協議会
　会　　長　江里口　秀次 
　(佐賀県推進協議会会長・小城市長)

　副 会 長　松岡　吉寛 
　(福岡県推進委員会委員長・両筑土地改良区理事長)

　委 　 員　宮本　明雄 
　(長崎県推進協議会会長・諫早市長)

　委 　 員　中嶋　憲正 
　(熊本県推進部会会長・山鹿市長)

　委 　 員　是永　修治 
　(大分県推進協議会会長・宇佐市長)

　委 　 員　前田　　穰
　(宮崎県推進委員会委員長・綾町長)

　委 　 員　宮路　高光 
　(鹿児島県推進協議会会長・日置市長)

土地改良事業団体連合会九州協議会
　会　　長　田中　源一 
　(佐賀県土地改良事業団体連合会 会長)

　副 会 長　金子　健次 
　(福岡県土地改良事業団体連合会 会長)

長崎県土地改良事業団体連合会
　会　　長　宮本　正則 

熊本県土地改良事業団体連合会
　会　　長　荒木　泰臣 

大分県土地改良事業団体連合会
　会　　長　義経　賢二 

宮崎県土地改良事業団体連合会
　会　　長　丸目　賢一 

鹿児島県土地改良事業団体連合会
　会　　長　永吉　弘行 

沖縄県土地改良事業団体連合会
　会　　長　古謝　景春 

平成28年度　農業農村整備事業の予算に関する提案平成28年度　農業農村整備事業の予算に関する提案 平成27年度　第1回監事会及び定期監査平成27年度　第1回監事会及び定期監査

　平成27年度福岡県農業農村整備推進対策委員会を開催しました。
　会議は委員18名が参集され、水土里ネット福岡の渡辺専務理事
の開催挨拶の後、福岡県農林水産部農村森林整備課の金子課長より
来賓挨拶がありました。
　議事では、委員長と副委員長の互選が行われ、委員長には、両筑
土地改良区の松岡理事長、副委員長には、糸島市の月形市長、豊前
市の後藤市長の３名が選任されました。
　その後、福岡県農林水産部農村森林整備課の成末課長技術補佐よ
り農業農村整備事業の動向について説明があり、委員会は無事閉会しました。

（１）平成26年度 福岡県農業農村整備事業推進対策委員会の活動経過報告について
（２）福岡県農業農村整備事業推進対策委員会の正・副委員長の互選について
（３）福岡県農業農村整備事業推進対策委員会の平成27年度の活動計画について

議　　事

　平成27年度第1回監事会及び定期監査を行いました。監事会で
は、まず、総括監事の互選が行われ、その後、この会の代表に関
すること、平成27年度の監事会並びに監査計画について監査実施
内容について審議が行われました。
　引き続き行った平成26年度決算監査では、会計並びに業務全般
についていずれも適正に処理されていることが確認されました。

第１号議案　平成26年度事業報告及び収入支出決算について
第２号議案　福岡県土地改良事業団体連合会

償却費積立金規程の一部改正について
第３号議案　福岡県土地改良事業団体連合会

農家負担金軽減支援対策事業審査委員会設置運営
規程の一部改正について

日時：平成27年8月27日　午後2時～　　場所：水土里ネット福岡

　平成27年度第2回理事会を開催しました。下記項目につい
て提案審議され、全て原案どおり可決承認されました。

提 出 議 案

日時：平成27年8月6日　午前10時30分～　　場所：水土里ネット福岡

平成27年度　第2回理事会平成27年度　第2回理事会

日時：平成27年5月19日　午後3時～　　場所：水土里ネット福岡

平成27年度 
福岡県農業農村整備事業推進対策委員会
平成27年度 
福岡県農業農村整備事業推進対策委員会
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林農林水産大臣への要望

　平成27年7月16日に九州農政局に対して、7月30日に農林水産省と関係国会議員に対して、九州農
業農村整備事業推進協議会と土地改良事業団体連合会九州協議会による合同政策提案を行いました。

平成28年度　農業農村整備事業に関する提案書
九州・沖縄地域における農業農村整備事業の強力な推進に向けて

　九州・沖縄地域の農業農村整備事業の推進につきましては、日頃から格別のご高配を賜
り、厚くお礼申し上げます。
　九州・沖縄地域の農業・農村は、温暖な気象条件等の地域特性を生かした多彩な農産物
を生産し、国民に安全・安心な食料を安定的に供給するなど、我が国の食料供給基地として
重要な役割を担っております。
　しかしながら、今日の九州・沖縄地域の農業・農村は、過疎化、高齢化、担い手不足などに
加え耕作放棄地の増大や鳥獣被害など多くの課題が山積しており、先人達が築き守ってきた
美しい農村環境に甚大な影響を及ぼすことが懸念されます。
　また、このような状況が続けば、営農意欲の減退による農地の荒廃、農業水利施設の老朽
化等に拍車がかかり、食料生産の減少による食料自給率の低下、さらには国土保全機能の低
下が危惧されます。
　このような状況下、国におかれましては平成 26 年度から新たな政策として農業農村の所
得倍増と地域の持続的発展に向け『強い農林水産業』、『美しく活力ある農山漁村』、『国土強
靭化』に資する政策が、さらには、地方が主役の地方創生が精力的に進められております。
　このことにより、農業農村整備事業が加速化することは、活力ある農業・農村の将来に大
きく寄与するものであり、更には農業・農村が持つ課題解決や地方創生にも繋がるものと期
待しています。
　日本の豊かな国土や自然環境は、健全な農業・農村があって初めて維持されるものであ
りますので、今後も持続的発展のために、更なる農業農村整備事業を強力に推進する必要が
あります。
　つきましては、このような九州・沖縄地域の農業・農村の現状を御賢察いただき、農業農
村整備事業予算に関しまして特段の御配慮を賜りますよう、強く下記事項を提案いたします。

記
 　　１　農業農村整備事業予算の確保
 　　２　農業農村整備事業における地元負担金の軽減
 　　３　水土里情報システムの更新に係る助成
 　　４　多面的機能支払交付金制度の推進
 　　５　土地改良区の健全な運営のための支援
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　会　　長　江里口　秀次 
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　会　　長　田中　源一 
　(佐賀県土地改良事業団体連合会 会長)

　副 会 長　金子　健次 
　(福岡県土地改良事業団体連合会 会長)

長崎県土地改良事業団体連合会
　会　　長　宮本　正則 

熊本県土地改良事業団体連合会
　会　　長　荒木　泰臣 

大分県土地改良事業団体連合会
　会　　長　義経　賢二 

宮崎県土地改良事業団体連合会
　会　　長　丸目　賢一 

鹿児島県土地改良事業団体連合会
　会　　長　永吉　弘行 

沖縄県土地改良事業団体連合会
　会　　長　古謝　景春 

平成28年度　農業農村整備事業の予算に関する提案平成28年度　農業農村整備事業の予算に関する提案 平成27年度　第1回監事会及び定期監査平成27年度　第1回監事会及び定期監査

　平成27年度福岡県農業農村整備推進対策委員会を開催しました。
　会議は委員18名が参集され、水土里ネット福岡の渡辺専務理事
の開催挨拶の後、福岡県農林水産部農村森林整備課の金子課長より
来賓挨拶がありました。
　議事では、委員長と副委員長の互選が行われ、委員長には、両筑
土地改良区の松岡理事長、副委員長には、糸島市の月形市長、豊前
市の後藤市長の３名が選任されました。
　その後、福岡県農林水産部農村森林整備課の成末課長技術補佐よ
り農業農村整備事業の動向について説明があり、委員会は無事閉会しました。

（１）平成26年度 福岡県農業農村整備事業推進対策委員会の活動経過報告について
（２）福岡県農業農村整備事業推進対策委員会の正・副委員長の互選について
（３）福岡県農業農村整備事業推進対策委員会の平成27年度の活動計画について

議　　事

　平成27年度第1回監事会及び定期監査を行いました。監事会で
は、まず、総括監事の互選が行われ、その後、この会の代表に関
すること、平成27年度の監事会並びに監査計画について監査実施
内容について審議が行われました。
　引き続き行った平成26年度決算監査では、会計並びに業務全般
についていずれも適正に処理されていることが確認されました。

第１号議案　平成26年度事業報告及び収入支出決算について
第２号議案　福岡県土地改良事業団体連合会

償却費積立金規程の一部改正について
第３号議案　福岡県土地改良事業団体連合会

農家負担金軽減支援対策事業審査委員会設置運営
規程の一部改正について

日時：平成27年8月27日　午後2時～　　場所：水土里ネット福岡

　平成27年度第2回理事会を開催しました。下記項目につい
て提案審議され、全て原案どおり可決承認されました。

提 出 議 案

日時：平成27年8月6日　午前10時30分～　　場所：水土里ネット福岡

平成27年度　第2回理事会平成27年度　第2回理事会

日時：平成27年5月19日　午後3時～　　場所：水土里ネット福岡

平成27年度 
福岡県農業農村整備事業推進対策委員会
平成27年度 
福岡県農業農村整備事業推進対策委員会
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諸会議総会・研修会

日時：平成27年6月2日　午後1時30分～
場所：佐賀県佐賀市　グランデはがくれ
　土地改良事業団体連合会九州協議会事務責任者会議（臨時）
が開催されました。会議では、政策提案活動日程及び内容につ
いて、全国土地改良大会功労者表彰候補の推薦について協議が
行われました。
　引き続き開催された合同会議では、平成26年度推進協議会事
業報告について、平成27年度政策提案会活動について協議が行
われました。農業農村整備研修会では、九州農政局から情勢報告が行われました。
　質疑応答のあと21世紀土地改良区創造運動大賞受賞地区事例発表が執り行われました。

日時：平成27年７月16日～17日　　場所：水土里ネット宮崎
　平成27年度九州協議会第１回換地･確測担当者会議が開催さ
れました。九州各県から37名の担当者が参集した会議では下記
事項について活発な意見交換が行われました。

日時：平成27年5月7日　午後3時30分～
場所：鹿児島県鹿児島市　ホテル・レクストン鹿児島

　土地改良事業団体連合会九州協議会第57回通常総会が開催さ
れました。九州各県の会長・事務責任者31名が参集し、来賓と
して九州農政局山内農村計画部長、川口土地改良管理課長が招か
れました。総会は水土里ネット熊本の荒木会長の挨拶あと、来賓
の祝辞が述べられました。
　会議では、下記事項について提案審議され、全て原案どおり可
決承認されました。

第１号議案　平成26年度事業報告並びに収入支出決算の承認について
第２号議案　平成27年度負担金の額並びに徴収方法について
第３号議案　平成27年度事業計画並びに収入支出予算について
第４号議案　九州農業農村整備事業推進協議会合同会議及び農業農村整備研修会の開催について
第５号議案　役員改選について

議　　題

１．平成27年度換地及び確測の業務計画について
２．換地・確測業務の問題点について
３．水土総合強化推進事業の取り組みにおける現状と課題について
４．換地システムの不具合と全土連の換地システムについて
５．その他

議　　題
　第１日目　土地改良法の概要、法手続きについて
　第２日目　換地理論、農地にかかわる譲渡取得・贈与税及び相続

税、農振法
　第３日目　不動産登記制度、土地改良に関する登記、民法（物権・債権）、戸籍制度、相続登記
　第４日目　農地法、農地中間管理事業について、換地計画書作成
　第５日目　測量法及び公共測量について

第１号議案　平成26年度事業実施報告並びに収入支出決算について
第２号議案　平成27年度事業実施計画並びに収入支出予算について

カリキュラム

土地改良事業団体連合会九州協議会
第57回通常総会
土地改良事業団体連合会九州協議会
第57回通常総会

平成27年度 第１回換地・確測担当者会議平成27年度 第１回換地・確測担当者会議

土地改良事業団体連合会九州協議会
事務責任者会議（臨時）、合同会議、農業農村整備研修会
土地改良事業団体連合会九州協議会
事務責任者会議（臨時）、合同会議、農業農村整備研修会

日時：平成27年7月21日 午後1時30分～
場所：水土里ネット福岡

　平成 27 年度福岡県管理円滑化事業推進委員会が開催されま
した。推進委員 5 名が参集した委員会では下記事項について提案
審議され、全て原案どおり承認されました。

議　　事

日時：平成27年7月21日 午後3時～
場所：水土里ネット福岡

　平成27年度福岡県換地等強化事業推進委員会が開催されま
した。推進委員9名が参集した委員会では下記事項について提
案審議され、全て原案どおり承認されました。

第１号議案　平成26年度事業実施報告並びに収入支出決算報告について
第２号議案　平成27年度事業計画並びに収入支出予算（案）について

議　　事

日時：平成27年８月３日～７日　場所：水土里ネット長崎
　平成27年度九州・沖縄ブロック換地事務新規担当者研修会
が開催されました。
　九州・沖縄各県より研修会へ延べ92名の参加があり、福岡
県からは10名が研修を受講しました。

平成２7年度 九州・沖縄ブロック換地事務新規担当者研修会平成２7年度 九州・沖縄ブロック換地事務新規担当者研修会

平成27年度　福岡県管理円滑化事業推進委員会平成27年度　福岡県管理円滑化事業推進委員会

平成27年度　福岡県換地等強化事業推進委員会平成27年度　福岡県換地等強化事業推進委員会
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土地改良事業団体連合会九州協議会
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～いざという時のお守りとして保険に加入できます～

土 地 改 良 施 設 管 理 活 動 中 の 傷 害 保 険

♦補償される事故
　土地改良区等の施設管理活動作業に従事する人が、職務に従事している間（職務遂行場所への通勤途上を
含みます。）に偶然な事故によりケガをされた場合、保険金の請求ができます。

A-6
A-12
B-6

B-12

プラン
300万円
300万円
500万円
500万円

死亡・後遺障害
3,000円
3,000円
4,000円
4,000円

入院日額
1,000円
1,000円
2,000円
2,000円

通院日額
6ヶ月

12ヶ月
6ヶ月

12ヶ月

保険期間
3,440円　 （3,260円）
6,870円　 （6,510円）
5,820円　 （5,520円）

11,620円 （11,010円）

1人あたりの保険料

保険料（平成26年5月1日現在の一例） ※（　）内の金額は、20名様以上加入の保険料です。

♦このプランの主旨
　このプランは、農業用用排水路、道路、溜池、頭首工の所有者である市町村、土地改良区等が、所有、使
用または管理する施設・設備に起因して生じた偶然な事故、または、業務の遂行によって生じた偶然な事故
により第三者に身体障害や財物損壊を与えた場合に、法律上の賠償責任を負担することによって被る損害を
保険金としてお支払いします。

●保険期間／１年間　　
●契約者／福岡県土地改良事業団体連合会
●加入対象者（被保険者）／福岡県土地改良事業団体連合会の会員の皆様
※加入依頼書にご記名・ご捺印のうえ、用排水路、道路、溜池、頭首工の明細書および位置図（保険加入対象

部分を朱書）を添えてお申し込み下さい。
　また保険料につきましてはお申し込み時にお支払いください。

♦保険料および保険金額のご説明

お問い合わせ 福岡県土地改良事業団体連合会　総務部　（総務課）　TEL 092（642）1881

※保険の目的ごとに算出した保険料の10円未満は四捨五入します。
※会員様ごとの最低保険料（保険の目的ごとに算出した保険料の合計額）は10,000円となります。
※過去５年以内に保険請求された会員は別途保険料を提示いたします。

1箇所あたり

2,000 円

保　険　期　間　１　年

保険の目的 用排水路 道　　路 溜　　池 頭 首 工

保 険 料
1kmあたり

1,500 円
1kmあたり

1,000 円
周囲1kmあたり

3,200 円

補償内容

身体賠償
（人身事故の場合）

財物賠償
（物損事故の場合）

保険金額（お支払い限度額）

1事故　1,000万円

免責金額（自己負担額）

無　し

無　し

1名 1億円
1事故 3億円

土地改良農業用施設賠償責任保険のご案内土地改良農業用施設賠償責任保険のご案内

　土地改良区等が国からの補助を受けないで、かんがい排水やほ場整備、客土などの事業に取り組み、農業
生産基盤の整備・保全の推進を図る場合、㈱日本政策金融公庫等が農家負担の軽減を目的に、土地改良区等
に対して低利で融資する資金です。
　なお、国の補助対象でない県または市町村単独による補助事業についても融資の対象となります。

●貸付限度額　複数年にわたる事業の場合、各年度とも土地改良区が当該年度に負担する額までとなって
います。（ただし、融資は1件当たりの最低額は50万円となっています。）
なお、農業集落排水事業では、一部施設ごとに限度額を設定しています。

●貸付金利　　（固定金利）非補助一般　融資期間に拘わらず0.7％（９月18日付）
●償還期限　　最長25年間（措置期間10年以内を含む）になっており、事業内容に応じて設定できます。

●県農林事務所（農村整備第1課）
●市町村役場
●農業協同組合
●福岡県信用農業協同組合連合会（融資サポート部）  TEL（092）711-3572
●㈱日本政策金融公庫 福岡支店（農業食品課）　  　  TEL（092）451-1780
●福岡県土地改良事業団体連合会（農村整備1課）　　TEL（092）642-1890

　本会では土地改良区等に対して以下のような事案について助言指導を行っています。
１．土地改良事業に関する苦情、紛争への対応
２．土地改良事業計画の作成、工事の実施に関する助言、指導
３．事業主体の組織運営上の問題に関する助言、指導
４．土地改良施設の管理に関する助言、指導
５．農業水利に関する助言、指導
６．土地改良法に関する指導
７．換地処分その他農用地集団化に関する指導
８．その他

毎月1回（第3水曜日）開設しています。（祝日の場合はその翌日）
緊急の場合は、開設日以外でも随時行っています。

農村整備１課（事務局）　　　TEL 092-642-1890
農村整備２課（北部事務所）　TEL 0930-22-3655
農村整備３課（南部事務所）　TEL 0942-53-2294

祝賀会・おしらせ おしらせ

日時：平成27年7月11日　午前11時～
場所：筑後市　樋口軒
　金章受章祝賀会が開催されました。当日は、来賓及び関係者
が多数出席され、盛会となりました。
　尚、本祝賀会は平成27年3月25日開催の第56回全国土地
改良功労者等表彰において、瀬高町土地改良区が栄えある金章
を受章されたことにより開催されました。

全国土地改良事業団体連合会会長表彰
金章受章祝賀会　（瀬高町土地改良区）
全国土地改良事業団体連合会会長表彰
金章受章祝賀会　（瀬高町土地改良区）

ご相談・お問い合わせ

定期相談日

　窓　口

非補助農業基盤整備資金のご案内非補助農業基盤整備資金のご案内

土地改良事業に関する助言及び指導土地改良事業に関する助言及び指導
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♦補償される事故
　土地改良区等の施設管理活動作業に従事する人が、職務に従事している間（職務遂行場所への通勤途上を
含みます。）に偶然な事故によりケガをされた場合、保険金の請求ができます。

A-6
A-12
B-6

B-12

プラン
300万円
300万円
500万円
500万円

死亡・後遺障害
3,000円
3,000円
4,000円
4,000円

入院日額
1,000円
1,000円
2,000円
2,000円

通院日額
6ヶ月

12ヶ月
6ヶ月

12ヶ月

保険期間
3,440円　 （3,260円）
6,870円　 （6,510円）
5,820円　 （5,520円）

11,620円 （11,010円）

1人あたりの保険料

保険料（平成26年5月1日現在の一例） ※（　）内の金額は、20名様以上加入の保険料です。

♦このプランの主旨
　このプランは、農業用用排水路、道路、溜池、頭首工の所有者である市町村、土地改良区等が、所有、使
用または管理する施設・設備に起因して生じた偶然な事故、または、業務の遂行によって生じた偶然な事故
により第三者に身体障害や財物損壊を与えた場合に、法律上の賠償責任を負担することによって被る損害を
保険金としてお支払いします。

●保険期間／１年間　　
●契約者／福岡県土地改良事業団体連合会
●加入対象者（被保険者）／福岡県土地改良事業団体連合会の会員の皆様
※加入依頼書にご記名・ご捺印のうえ、用排水路、道路、溜池、頭首工の明細書および位置図（保険加入対象

部分を朱書）を添えてお申し込み下さい。
　また保険料につきましてはお申し込み時にお支払いください。

♦保険料および保険金額のご説明

お問い合わせ 福岡県土地改良事業団体連合会　総務部　（総務課）　TEL 092（642）1881

※保険の目的ごとに算出した保険料の10円未満は四捨五入します。
※会員様ごとの最低保険料（保険の目的ごとに算出した保険料の合計額）は10,000円となります。
※過去５年以内に保険請求された会員は別途保険料を提示いたします。

1箇所あたり

2,000 円

保　険　期　間　１　年

保険の目的 用排水路 道　　路 溜　　池 頭 首 工

保 険 料
1kmあたり

1,500 円
1kmあたり

1,000 円
周囲1kmあたり

3,200 円

補償内容

身体賠償
（人身事故の場合）

財物賠償
（物損事故の場合）

保険金額（お支払い限度額）

1事故　1,000万円

免責金額（自己負担額）

無　し

無　し

1名 1億円
1事故 3億円

土地改良農業用施設賠償責任保険のご案内土地改良農業用施設賠償責任保険のご案内

　土地改良区等が国からの補助を受けないで、かんがい排水やほ場整備、客土などの事業に取り組み、農業
生産基盤の整備・保全の推進を図る場合、㈱日本政策金融公庫等が農家負担の軽減を目的に、土地改良区等
に対して低利で融資する資金です。
　なお、国の補助対象でない県または市町村単独による補助事業についても融資の対象となります。

●貸付限度額　複数年にわたる事業の場合、各年度とも土地改良区が当該年度に負担する額までとなって
います。（ただし、融資は1件当たりの最低額は50万円となっています。）
なお、農業集落排水事業では、一部施設ごとに限度額を設定しています。

●貸付金利　　（固定金利）非補助一般　融資期間に拘わらず0.7％（９月18日付）
●償還期限　　最長25年間（措置期間10年以内を含む）になっており、事業内容に応じて設定できます。

●県農林事務所（農村整備第1課）
●市町村役場
●農業協同組合
●福岡県信用農業協同組合連合会（融資サポート部）  TEL（092）711-3572
●㈱日本政策金融公庫 福岡支店（農業食品課）　  　  TEL（092）451-1780
●福岡県土地改良事業団体連合会（農村整備1課）　　TEL（092）642-1890

　本会では土地改良区等に対して以下のような事案について助言指導を行っています。
１．土地改良事業に関する苦情、紛争への対応
２．土地改良事業計画の作成、工事の実施に関する助言、指導
３．事業主体の組織運営上の問題に関する助言、指導
４．土地改良施設の管理に関する助言、指導
５．農業水利に関する助言、指導
６．土地改良法に関する指導
７．換地処分その他農用地集団化に関する指導
８．その他

毎月1回（第3水曜日）開設しています。（祝日の場合はその翌日）
緊急の場合は、開設日以外でも随時行っています。

農村整備１課（事務局）　　　TEL 092-642-1890
農村整備２課（北部事務所）　TEL 0930-22-3655
農村整備３課（南部事務所）　TEL 0942-53-2294

祝賀会・おしらせ おしらせ

日時：平成27年7月11日　午前11時～
場所：筑後市　樋口軒
　金章受章祝賀会が開催されました。当日は、来賓及び関係者
が多数出席され、盛会となりました。
　尚、本祝賀会は平成27年3月25日開催の第56回全国土地
改良功労者等表彰において、瀬高町土地改良区が栄えある金章
を受章されたことにより開催されました。

全国土地改良事業団体連合会会長表彰
金章受章祝賀会　（瀬高町土地改良区）
全国土地改良事業団体連合会会長表彰
金章受章祝賀会　（瀬高町土地改良区）
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No.177
平成27年9月25日

福岡県土地改良事業団体連合会
1 8 9 4 0 0 0 3 ( 0 1 )

JISQ15001:2006準拠

福岡県土地改良事業団体連合会

水土里ネット福岡
新しい農業・農村の環境づくりを支援し、都市と農村の共生を目指します。

事 　 務 　 局

農村整備2課
（北部事務所）

農村整備3課
（南部事務所）

〒812-0044 福岡市博多区千代４丁目４番28号
TEL 092-642-1881　FAX 092-642-1886
http://www.mnf21.com

〒824-0005 行橋市中央１丁目８番７号
TEL 0930-22-3655　FAX 0930-22-3282
E-mail://hokubu@mnf21.com

〒833-0041 筑後市大字和泉640番1
TEL 0942-53-2294　FAX 0942-53-2742
E-mail://nambu@mnf21.com

私たちは個人情報を大切に取り扱っています。

私たちはプライバシーマーク認定事業者です。

《認定番号：18940003（01）》
QM-8153

豊かな自然、ゆとり、やすらぎ、うるおいなど福岡の農業と農村の魅力を表現した作品を募集します。募集内容
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最優秀賞1点  副賞3万円／優秀賞2点  副賞各2万円
入選5点  副賞各1万円／佳作10点  副賞商品券各3千円

一切問いません。募集資格 平成27年12月18日締め切り

・県内で撮影（平成27年以降）された未発表で版権のないもの。
・作品の規格は四つ切り（ワイド四つ切りも可）、A4の写真とし、加工は不可。
・作品の裏面に自作の応募票（タイトル・住所・氏名・電話番号・撮影場所・撮影日）を添付し応募してください。
・応募票の様式は水土里ネット福岡のホームページ（http://www.mnf21.com）からもダウンロードできます。
・お一人様5点まで可。

募集方法

表彰及び審査発表
・主催者にて選考し、平成28年
　1月下旬に通知します。
・入選以上は当会の通常総会（平
成28年2月下旬頃）で表彰し、
佳作については表彰状と副賞
を郵送します。

募集作品の取り扱い
・応募作品は返却しません。
・入賞作品は本県の広報写真等に活用させて頂きますので、データの提出をお願いすることがあります。
・応募作品の版権は主催者に帰属します。
・人物が被写体の場合は、本人の承諾を得て応募してください。
・個人情報の取り扱いについては、当会の個人情報に関する規定に基づき、下記の通り保護措置を
　講じた上で取得、利用します。
・応募者から取得した個人情報は、写真コンテストに於ける応募者の把握、及び入賞時の表彰連絡
　のみに使用し、この目的以外に利用することはありません。
・法令等の要請による場合を除き、取得した応募者の個人情報を第三者に提供または、委託するこ
　とはありません。

主催：福岡県土地改良事業団体連合会（愛称・水土里ネット福岡）
協賛：福岡県　後援：福岡県市長会・福岡県町村会・西日本新聞社・西日本写真協会

応　　募
問合せ先

福岡県土地改良事業団体連合会　総務課
〒812-0044 福岡市博多区千代4丁目4-28
TEL 092-642-1881　FAX 092-642-1886

第11回 のふるさとのふるさとのふるさと
写真コンテスト写真コンテスト写真コンテスト
最
優
秀
賞

第10回 水土里のふるさと写真コンテスト
最優秀賞（福岡県知事賞）

「里山の詩」
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